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という全体を構成 していると考えたのであるO ところで､ソシュ 1ーL,は､ラングのこと
をしばしば ｢イディオム (idiom)_｣(固有語)と言い換える｡この点について､ひとこと
触れておこう｡ラング (langue)というとき､我々は日本語やフランス語のような､いわ
ゆる国語 (1angued'etat)を想像 してしまいがちである｡ しかし､ソシュールのいうラン
グは国語ではない｡国語というとき､我々は国家の存在を前提しているが､ラングの存
在は国家に依存 していないからだO実際､フランスという国家の中にも､フランス語以




























































































































































































るもの (シニフイエ)と意味しているもの (シニフイアン)が悉意的な関係 しかもたな
いoむろん感情の表現のような自然的記号においては､窓意性という性格は弱くなるo
Lかしそれでも､シニフイエとシニフイアンのあいだに､完全な内的関係を認めること
などできないだろう｡
我々にとって重要なのは､この帰結として､社会生活における我々の主体性の構造が､
どのように考えられるかである｡社会的活動を規定する文化規範は､我々にとって一一定
の意味作用をもつが､それは我々が自由に選択したものではない｡換言すれば､特定の
表現様式ないし行動様式が､特定の規範と結びついている理由は意織に明示されえない｡
それを理解するには､言語記号の意味作用の原理として､ラングという示差的体系が想
定されたように､文化の深層構造が想定されなければならない｡我々の主体性は､文化
規範によって規定された行動様式をとおして表現されるが､そのような規範そのものが､
我々の意識の外にある深層構造とつながっていると考えられるのである｡この点が､現
代記号論 (構造主義)における､共通の前提となったことはいうまでもない｡例えばレ
ヴィ-ス トロースは､親族関係を規制する様々な規則 (交叉従兄姫の禁止等)に関して､
それらが個々別々に考察されたときには確定できない意味作用が､それらを相互に関係
づけることによって現れてくるという点を指摘し､体系における差異によって言語記号
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の意味作用を確定しようとする構造言語学の手法にこれを対比 している6.もちろん､我々
が母国語の体系を研究することなしにその意味作用を理解 しているように､民族学者が
調査する共同体のメンバーも､個々の規則の意味作用を明確に理解 しているO なぜなら
彼らは､民族学者によって見出される規則の体系を､無意識に共有 しているからである｡
原理的には､民族学者が未開社会に適用する方法は､我々自身が属する社会にも適用可
能である｡現代社会を対象にした記号論的考察とは､文化規範のもつ意味作用を体系と
いう観点から明らかにするものにはかならないのである｡我々は､レグィ-ス トロース
をはじめ､ラカン､バル ト､フーコーらの思想の重要な部分が､すべてソシュールから
きているとい うようなことをいいたいのではない｡我々は､ソシュールが､言語に関す
る考察をとお して､現代記号論の前提となっている､主体とそれを越えた構造に対する､
本質的な洞察に達していたということを示 したのである｡
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